
 

分類 3-43 教科名 公民 科目名 政治経済（選択） 

対象学科（ｺｰｽ） 全学科 学 年 ３ 単位数 ２ 

指 導 目 標 

 現代の政治・経済・国際関係について基礎的な知識を学び、世界の中の日本の立場を

理解する。自分たちの置かれた状況を把握し、問題解決のために必要な情報を客観的に

分析する力を養う。また新聞・テレビのニュースなどから身近な問題を取り上げ、生徒

の進路に役立つ学習をする。 

内 容 

 政治・経済の基本的事項を学習する。今日生じている日本や世界の諸問題については、

1・2年で学んできた地理・歴史的背景も踏まえて学習する。毎日の新聞・ニュースで報

道される時事問題を適切に取り上げ、学習内容と結びつけていく。 

内容の取扱い 

 就職・進学別にそれぞれの進路に役立つことを目標として、政治・経済の基本事項を

学ぶ。特に、これから飛び込んでいく社会の現実を知るために、新聞を活用した授業を

行う。また、身近な地域についての理解を深める。 
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学 期 指 導 事 項 指 導 内 容 予定時間 

1 学 期 

4 ～ 6 月 

現代の経済 

 

資本主義経済のしくみと社会主義経済 

企業とは？ 地元企業を調べる 

22 
地域 

 

地域を知る 

現代の諸課題 

 

産業社会の変化と中小企業、ほか 

農業と食糧問題、ほか 

2 学 期 

7～11 月 

現代の諸課題 

 

労使関係と労働市場、ほか 

地球環境問題、ほか 

28 

 

 

資源・エネルギー問題、ほか 

人種民族問題、ほか 

現代の政治 近現代の概略と世界の戦後史 

冷戦構造と冷戦後の世界 

日本国憲法の作成 日本国憲法の成立と基本原理、日本国憲法の作成 

 

レポート作成 

 

新聞活用・調査およびレポート作成 

 

3 学 期 

12～3 月 

レポート作成 新聞活用・調査およびレポート作成 

 
20 

 

 

プレゼンテーション 

教科書・副教材他 
教科書：『高等学校 改訂版 新政治・経済』(第一学習社) 

資料・教科担当が適宜作成し配布する（おもに新聞記事を活用する） 

 

評 価 規 準 

評価項目・対象 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 評価比重 

授 業 態 度 ◎ ○  ○   

レポート作成 ◎ ○ ○ ○   

レポート内容 

 

 

○ ○ ◎ ○   

定 期 考 査  ○ ○ ◎   

評 価 の 重 点 授業の取り組み・考査の得点はもちろん、レポートの作成・内容を重視する。 

 


